
  

船舶事故等調査報告書 

                                   平成２４年９月２７日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１２神第２０号 

事故等種類 運航阻害 

発生日時 平成２３年１２月２１日（水） ０３時４２分ごろ 

発生場所 高知県室戸市室戸岬東北東方沖 

室戸岬灯台から真方位０７２°１３.０海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３３°１８.８′ 東経１３４°２５.３′） 

事故等調査の経過 

 

 

平成２４年２月２２日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（神戸事務所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

旅客フェリー さんふらわあさつま、１２,４１５トン  

１３３８３５、株式会社フェリーさんふらわあ 

乗組員等に関する情報 機関長、一級海技士（機関） 

死傷者等 なし 

損傷 主機 左舷主機の１番シリンダライナ及びピストン等が焼損 

事故等の経過 本船は、船長及び機関長ほか２３人が乗り組み、旅客１２２人及び車両

１６５台を乗せ、平成２３年１２月２０日１８時２０分ごろ鹿児島県志布

志市志布志港を出港して阪神港大阪区大阪南港に向かった。  

本船は、翌２１日０３時４２分ごろ、室戸岬灯台から真方位０７２°１

３.０Ｍ付近を航行中、左舷主機オイルミスト警報及び左舷主機減速要求

警報が作動したので、直ちに両舷翼角を下げて減速したのち、０３時４７

分ごろ左舷主機を停止し、右舷主機のみで航行を続け、１０時５０分ごろ

大阪南港Ｆ７岸壁に着岸した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４ 

海象：波高 約１.５ｍ 

その他の事項 本船は、左舷主機オイルミスト警報と同時に機関室火災警報が作動した

が、火災は発生しなかった。 

本船は、着岸後、左舷主機を開放点検した結果、左舷主機１番シリンダ

のシリンダライナ、ピストン等が焼損して固着しており、シリンダライ

ナ、ピストン等の交換作業を行った。 

本船は、試運転ののちに開放点検を行った結果、異状がなかったので運

航を再開し、１２月２１日１９時４５分ごろ大阪南港を出港した。 

本船は、出力１２,５７７kＷのディーゼル機関を２基搭載していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

 

 

なし 

あり 

なし 

本船は、室戸岬東北東方沖を航行中、左舷主機

の１番シリンダで燃焼ガスがブローバイしたこと

から、同主機の運転ができなくなり、運航が阻害

されたものと考えられる。 

原因 本インシデントは、夜間、本船が、室戸岬東北東方沖を航行中、左舷主

機の１番シリンダで燃焼ガスがブローバイしたため、同主機の運転ができ



  

なくなったことにより発生したものと考えられる。 

 

 




